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一
四
五

親
鸞
聖
人
に
お
け
る
名
号
観

の
背
景

―

『唯
信
紗
』
と

『唯
信
鈔
文
意
』
の
意
義
―

北

島

隆

晃

序

親
鸞
聖
人
の
名
号
観
に

つ
い
て
、
そ
の
唯
信
独
達
の
法
義

は
、
法
然

上
人
の
念
仏
往
生
義
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
聖
覚
法
印
、
隆

寛
律
師

の
二
先
輩
に
そ
の
証
権
を
見
出
し
て
お
ら
れ
、
聖
人

の
教
化
に

　ユ
　

お
い
て
両
師
の
影
響
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
論

に
お

い
て
は
、
聖
覚
法
印

の

『唯
信
紗
』
と
、
そ
の
引
証
文
を
註
釈
さ
れ
る

聖
人
の

『唯
信
紗
文
意
』
を
検
討
し
て
、
聖
人
の
名
号
観
と

『唯
信
紗
』

『唯
信
紗
文
意
』

の
意
義
を
窺
い
た
い
。

一

親
鸞
聖
人
と
聖
覚
法
印

の
第
十
七
願
観
に
お
け
る
関

連
性

聖
人

の
本
願
観
は
、
法
然
上
人
の
本
願
観
を
継
承
す
る
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
聖
人
が
、
第
十
八
願
を
正
因
を
誓
う
願
と
し
、
そ
の
念
仏
往

生
の
論
拠

と
し
て
、
第
十
七
願
に
着
目
さ
れ
た
こ
と
は
、
法
然
上
人
に

　　
　

お
い
て
は

『選
択
本
願
念
仏
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
、
聖
人

と
同
じ
く
、
本
願
に
お
い
て
第
十
七
願
に
言
及
さ
れ
る
聖
覚
法
印

の

『唯
信
紗
』
が
重
要
と
な
る
。
『唯
信
紗
文
意
』
で
は
、
『唯
信
紗
』
に

引
か
れ
た

『五
会
法
事
讃
』
の

「彼
仏
因
中
立
弘
誓
」
の
文
の

「弘
誓
」

に
つ
い
て
、
「弘
」
を

「ひ
ろ
し
と
い
ふ
、
ひ
ろ
ま
る
と

い
ふ
」
(
二
・

六
四
三
)
と
釈
し
て
、
法
蔵
菩
薩
が
誓

い
を
お
こ
し
て
、
ひ
ろ
く
十
方

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。

聖
人
は
、
如
来
の
誓
願
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
じ

め
に
十
方
世
界
の
衆
生

に

「ひ
ろ
ま
る
」
こ
と

の
必
要
性

(第
十
七
願

の
立
願
と
成
就
)
を
言
及

さ
れ
る
。
第
十
八
願
が
衆
生
往
生
の
正
因
に
な
る
の
は
、
衆
生
に
ひ
ろ

ま
っ
た
誓
願

(成
就
さ
れ
た
名
号
)
に
よ
る
救
済

の
上
に
成
立
す
る
と
い

う
、
第
十
七
願
と
第
十
八
願
の
関
係
が
、
聖
人

に
お
い
て
明
確
に
さ
れ

る
の
で
あ
る

(二
・
六
四
三
)。
そ
し
て
聖
人
は
、
法
蔵
の
願
意
が

『唯

信
紗
』
に
く
わ
し
く
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

「如
来
の
弘
誓
を
お
こ

し
た
ま

へ
る
や
う
は
、
こ
の

『唯
信
紗
』
に
く
わ
し
く
あ
ら
わ
れ
た

り
。
」
(二
・
六
四
四
)
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
聖
覚
法
印
が

『唯
信

紗
』
に
、
法
蔵
菩
薩
が
因
位
の
と
き
、
い
か
な
る
心
を
も
っ
て
い
か
な
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る
行
を
修

め
て
、
極
楽
世
界
が
建
立
さ
れ
た
か
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
指

す

(二
・
七
四

一
)
。
続
け
て
、
『唯
信
鈔
』
で
は
、

一
切
の
善

悪

の
凡
夫

に
願
生
せ
し
め
る
た
め
に
、
ま
ず
第
十
七
願
を
誓
わ
れ
た
こ

と
に
言
及
さ
れ
る

(二
・.七
四
二
)
。
如
来
が
、
ま
ず
第
十
七
願
に
名
号

を
称
揚
さ
れ
る
こ
と
を
誓
わ
れ
て
、
と
な
え
ら
れ
、
ほ
め
ら
れ
て
、
十

方
世
界

の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
ひ
ろ
ま
る
名
号
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ

る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
正
因
の
第
十
八
願
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
の
で

あ
る

(
二
・
七
四
二
)
。
法
印

は
、
念
仏
往
生
の
義
が
仏

の
本
願

に
か

な
っ
た
教

え
で
あ
る
こ
と
を
、
法
蔵
菩
薩
の
願
意
、
第
十
七
願
、
第
十

八
願
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
展
開
で
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に

『唯
信
鈔
』
に
は
、
本
願
の
子
細
、
「如
来

の
弘
誓
を

お
こ
し
た
ま
へ
る
や
う
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け

た

『唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
も
、
第
十
八
願

の
真
意
を
明
ら
か
に
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
第
十
七
願
と
第
十
八
願
の
関
係
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
聖
人
に
お
い
て
は
、
念
仏
往
生
の
正
因
た
る
第
十
八
願
の
真
意

は
、
第
十
七
願
と
の
関
係
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
法

印
の
第
十
七
願
観
と

『唯
信
鈔
』
の
第
十
七
願
に
言
及
す
る
記
述
が
、

聖
人
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
と
窺
う
の
で
あ
る
。

二

親
鸞
聖
人
と
聖
覚
法
印
の
相
違
点

そ
れ
で
は
、
親
鸞
聖
人
と
聖
覚
法
印
の
第
十
七
願
観
は
、
全
ぐ
同

一

だ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
聖
人

は

『唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
、
『唯

信
鈔
』
に
明
か
さ
れ
る
念
仏

の
要
義
を
承
け
な
が
ら
、
そ
の
解
説
に
お

い
て
、
誥
処
に
聖
人
独
自

の
発
揮
を
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
『唯
信

鈔
』
の
、
第
十
八
願
に
よ
っ
て
十
念
の
者
が
往
生
で
き
る
こ
と
を
証
権

す
る
文

の

「聞
名
念
我
」
(二

・
七
四
三
)
を
、

『唯
信
鈔
文
意
』
に
解

釈
さ
れ
て
い
る
。

「聞
く
」
と
は
、
第
十
七
願

に
誓
わ
れ
た
如
来

の
名

号
を
聞
く

こ
と
で
、
そ
れ
は
信
心
で
あ
る
。
.「念
ず
る
」
と
は
、
信
心

が
相
続
す
る
憶
念
め
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
―
諸
仏
称
名

の
悲
願

(第

十
七
願
)
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
示
さ
れ
て
い
る

(二
・
六
四
四
)
。
こ

こ
に
、
聖
人
に
お
け
る
第
十
七
願
と
第
十
八
願

の
関
係
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
正
因
で
あ
る
第
十
八
願

の
三
心
十
念
は
、
名
号
を
心
に

信
じ
、
名
号
を
口
に
称
え
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
対
象
は
い
ず
れ
も
名
号

で
あ
る
。
第
十
七
願
に
誓
わ
れ
た
内
容
に
よ
っ
て
、
誥
仏
が
名
号
を
讃

嘆
さ
れ
る
の
で
、
十
方
の
衆
生
に
名
号
が
ひ
ろ
ま
り
、
衆
生
が
名
号
を

聞
い
て
信
じ
称
え
る
の
が
第
十
八
願
の
信
心
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
聖

　
ヨ
　

人
は
、
第
十
七
願
に
誓
わ
れ
た
名
号
が
、
三
心

の
対
象
で
あ
り
、
十
念

の
対
象

で
あ
る
と
い
う
二
様

の
見
方
を
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
法

印
の
解
釈
を
伝
承
し
な
が
ら
も
、
聖
人
独
自
の
発
揮
を
示
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
第
十
七
願
の
名
号
を
、
第
十
八
願
の
三
心
十
念
の
対
象
と
し

て
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
正
因
と
し
て
の
第
十
八
願
は
、
称
名
専
修

　　
　

か
ら
、称
名
を
修
し
て
信
心
を
得
る
意
と
し
て
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
聖
人
に
お
い
て
、
名
号
を
心
に
信
ず

る
三
心
は
、
『観
経
』
の

三
心
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
衆
生
が
つ
く

り
あ
げ
る
信
で
は
な
い
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こ
と
が
明
ら
か
に
な
る

(二

・
六
四
九
、
六
五

一
)。
ま
た
、
名
号
を
口

に
称
え

る
十
念
も
、
阿
弥
陀
仏
の
悲
用
に
よ
っ
て
聞
か
し
め
ら
れ
た
名

号
が
、
口
称
念
仏
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ

こ
に
、
名
号
を
対
象
と
す
る
三
心
十
念
で
あ
る
と
い
う
、
第
十
七
願
と

第
十
八
願

の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統

の
正
因
と

し
}て
の
称
名
念
仏
の
真
意
は
、
聖
人
に
お
い
て
信
心
を
正
因
と
さ
れ
る

に
至
る
と
窺
う
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
称
名
が
仏
の
本
願
に
か
な

い
、
往
生
業
と
な
る
の
は
、
真
実
信
心
で
あ
れ
ぼ
こ
そ
出
て
く
る
如
実

　　
　

の
称
名

だ
か
ら
で
あ
る
。

第
十
七
願
の
悲
願
に
よ
っ
て
、
名
号
が
誥
仏
に
ほ
め
ら
れ
、
と
な
え

ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
聞
く
第
十
八
願

の
三
心
十
念
が
、
正
因
と

な
る
。
そ
れ
は

『阿
弥
陀
経
』
の
誥
仏
の
証
誠
護
念
に
よ
っ
て
も
明
ら

か
で
あ

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る

(二
・
六
四
三
〉。
聖
人
は
、
証
誠
護
念

に
つ
い
て
、
「ひ
と
へ
に
真
実
信
心
の
ひ
と

の
た
め
な
り
。
」
(二
・
六
五

一
)
と
示

さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
諸
仏

の
称
名

(称
揚
)
の
対
象
、

つ

ま
り
証
誠
護
念

の
対
象
は
―
口
称
念
仏
で
は
な
く
真
実
信
心
を
い
た
だ

　　
　

く
衆
生

で
あ
る
。
こ
こ
に
、
第
十
七
願
と
第
十
八
願
に
お
い
て
、
聖
覚

法
印
を
承
け
な
が
ら
も
、
親
鸞
聖
人
独
自
の
唯
信
独
達
の
他
力
法
を
示

さ
れ
る

こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

三

『唯
信
鈔
』
と

『
唯
信
鈔
文
意
』
の
意
義

に
つ
い
て

親
鸞
聖
人
が

『唯
信
鈔
文
意
』
を
撰
述
さ
れ
た
意
趣
は
、
そ
の
結
び

の
文

(二

・
六
五
四
)
か
ら
も
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
聖
人
帰
洛
後

の

関
東
で
は
、
念
仏
往
生
義
に
誤
解
が
あ
り
、

聖
人
は
そ
れ
に
対
し
て
、

『唯
信
鈔
』
等
の
書
写
を
送
り
、
こ
れ
を
読
む

こ
と
を
勧
め
、
ざ
ら
に

『唯
信
鈔
文
意
』
等
を
撰
述
さ
れ
、
破
邪
顕
正

に

つ
と
め
ら
れ
た
。
関

東
に
お
け
る
誤
解

の
内
容
は
、

一
念
多
念

の
問
題
が
中
心
で
あ
っ
た
こ

と
が
、
御
消
息
等
か
ら
窺
い
知
れ
る
。

『唯
信
鈔
』
と

『唯
信
鈔
文
意
』
は
、

一
念
多
念
の
問
題
を
正
し
て
、

第
十
八
願

の
真
意
を
明
ら
か
に
し
、
他
力
念
仏

往
生
義
を
平
易
に
伝
え

る
た
め
の
書

で
あ
っ
た
。
『唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る

第
十
八
願

の
真
意
は
、
第
十
七
願
に
よ
っ
て
よ
り
明
確
に
捉
え
ら
れ
る

信
心
正
因

の
絶
対
他
力
に
よ
る
念
仏
往
生
義

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
第

十
九
願
、
第
二
十
願
の
自
力
往
生
に
惑

い
と
ら
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

と

い
う
、
聖
人
の
朋
友

へ
の
切
実
な
思

い
が
窺
わ
れ
る
。
『唯
信
鈔
文

意
』
に
は
、
徹
底
し
た
自
力
回
向
的
要
素
の
排
除
が
み
ら
れ
る
。
聖
人

は
、
口
称
念
仏
を
自
ら
の
善
根
と
し
、
そ
れ
を
回
向
し
て
往
生
を
願
う

こ
と
を
否
定
す
る
。
ま
た
、
臨
終
に
来
迎
を
期
す

こ
と
を
否
定
し
て
、

「来
迎
」
を
他
力
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
解

釈
さ
れ
る
。
さ
ら
に
本

願

の
三
心
と

『観
経
』
の
三
心
を
区
別
し
て
、
真
実
信
心
を
明
ら
か
に

さ
れ
る
。
聖
人
は
、
法
然
上
人
の
念
仏
往
生
義

を
継
承
さ
れ
る
、
聖
覚

法
印
の

『唯
信
鈔
』
を
機
縁
と
し
て
、
第
十
九
願
、
第
二
十
願
の
方
便

願
よ
り
出
て
、
真
実
の
第
十
八
願
に
帰
入
す
る
と
い
う
、
唯
信
の
思
想

の
真
意
を
読
み
と
ら
れ
、
そ
れ
を
人
々
に
勧
め
ら
れ
た
。
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結

親
鸞
聖
人
は
、法
然
上
人
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
選
択
本
願
に
お
い
て
、

第
十
七
願
に
誓
わ
れ
た
名
号
と
い
う
救
済
法

の
故
に
、
第
十
八
願
が
他

力
念
仏
往
生
の
正
因
に
な
る
と
い
う
、
第
十
七
願
と
第
十
八
願
の
関
係

を
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
『往
生
論
註
』
『観
経

四
帖
疏
』
に

よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
名
号
観
で
あ
る
。
故

に

『顕
浄
土
真
実
行
文
類
』

に
お
い
て
、
真
実
の
行
を
明
か
し
て
、
第
十
七
願
を
標
願
さ
れ
、
大
行

出
体

の
後
、
経
文
の
引
用
を
終
え
て
最
初
に
御
自
釈
さ
れ
る

「称
名
破

満
釈
」
は

『論
註
』
に
よ
り
示
さ
れ
、
次
の
御
自
釈
と
な
る

「六
字
釈
」

は

『観
経
疏
』
に
よ
り
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
聖
人
の
名
号
観
は
、
『論

註
』
『観
経
疏
』
に
至
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
『選
択
集
』
二
門
章
に
提
示
に
よ

っ
て

『論
註
』
に
至
り
、

「
一
心
専
念
弥
陀
名
号
」

の
語
に
導
か
れ
た
法
然
上
人
に
よ
っ
て

『観

経
疏
』
に
至
り
着
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
聖
人
に
お
い
て
は
、
師
の
法

然
上
人
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
選
択
本
願

の
念
仏
往
生
義

で
あ
り
、
先
輩

の
聖
覚

法
印
に
よ
っ
て
証
権
さ
れ
る
第
十
七
願
と
第
十
八
願

の
関
係
で

あ
っ
た
。
で
あ
る
か
ら
、
『選
択
集
』
『論
註
』
『観
経
疏
』

へ
の
機
縁

と
し
て
、
本
願
を
明
示
す
る

『唯
信
鈔
』
『
唯
信
鈔
文
意
』
を
関
東
の

朋
友

に
勧
め
ら
れ
た
と
窺
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
明
示
さ
れ
る
本
願
は
、

第
十
七
願
と
第
十
八
願
の
関
係
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
願
で
あ
り
、
第

十
九
願
と
第
二
十
願
の
方
便
た
る
こ
と
を
示
し
て
明
ら
か
に
な
る
本
願

で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
聖
人
が

『唯
信
鈔
』
を
機
縁
と
し
て
、
法

然
上
人

の
選
択
本
願
の
念
仏
往
生
義
を
よ
り
明
瞭
な
ら
し
め
た
こ
と
を

窺

っ
た
。

本
文
中

の

(
)
内

の
数
字
は
、
『真
宗
聖
教
全
書
』
の
巻

.
頁
数

を
示
す
。

1

浅
野
教

信
師

「聖
覚
法
印

と
親
鸞
聖
人
」

(
『真
宗
研

究
』
第
六
輯
、

一

九
六

一
年

)
、
同
師

「
『唯
信
鈔
文
意
』

に
お
け
る
伝
統

と
己
証
」

(『龍

谷

大
学
論
集

』
第

三
八
四
号
、

一
九
六
七
年
)
参
照
。

2

法
然

上
人

の
著
述

に
お

い
て
は

『
三
部
経
大
意
』

(四

・
七

八
四
)

に
、

第
十

二
願
、
第
十

八
願
、
第

十
七
願
、
第
十

三
願
、

第
十
九
願

に

つ
い
て

述

べ
ら
れ

る
も

の
が
見
ら
れ

る
。

3

三
心

の
対
象
と
し

て
の
名
号
は
、
「無
碍
光
仏

の
不

可
思
議

の
本
願
、
広

大
智
慧

の
名
号

を
信
楽
す
れ
ば
、
煩
悩
を
具
足
し
な

が
ら
無
上

大
涅
槃

に

い
た
る
な
り
。
」

(
二

・
六

四
六
)

の
文
に
も
窺

え
る
。

4

『
唯
信
鈔
文
意
』

(二

・
六

四
九
)

で
は
、
称
名
専
修
を
示
す

「専
復
専
」

の
語
を
、

口
称

の

一
行
と
信

心
の

一
心

の
意
と
し

て
釈

さ
れ

て
い
る
。

5

4

の

「専
復
専
」
を

一
行

一
心
と
示
さ
れ
、
ま
た
、

「念

と
声

と
は

ひ
と

つ

こ
こ
ろ
な
り
と

し
る
べ
し
と
な
り
。
念

を
は
な
れ
た

る
声
な

し
、
声
を

は
な

れ
た

る
念
な

し
と
な
り
。
」

(
二

・
六
五

四
)

の
文

か
ら
も
、

そ

の
意

が
窺

え
る
。

6

同
じ
く
来
迎

の
解
釈
も
、
専
修
口
称

の
行
者

の
得
益

で
は
な

く
、
御
名

を
信
受

し

て
憶
念

す
る
、
信
心
獲
得

の
行
者

へ
の
益
と

し
て
示

さ
れ

て

い

る

(二

・
六
四
〇
)
。

〈
キ
ー

ワ
ー

ド
〉

親
鸞
聖
人
、
聖
覚
法
印
、
名
号
、

『唯
信

鈔
文
意
』
、
第
十

七
願

(龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
生
)
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